
予算要求資料
平成28年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　項：林業費 目：森林整備費
	事業名　松くい虫駆除促進事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　林政部　森林整備課　整備係　　　電話番号：058-272-1111（内3195）
　　　　　　　E-mail：c11515@pref.gifu.lg.jp 

１　事業費　　     　　　　   　　5,744千円（前年度予算額：5,748千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	5,748
	3,818
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,930

	要求額
	5,744
	3,815
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	1,929

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
松くい虫被害は平成１６年度以降減少傾向にあり、平成25年度はピーク時の5.9％となる2,215㎥まで減少した。しかし平成２４年度から２５年度は２年連続の微増となっており、平成２６年度に微減となったものの、今後も予断を許さない状況である。
（２）事業内容

松くい虫の被害から松林を守るために、市町村が実施する防除事業に対し補助を行う。

　[予防]

樹幹注入：樹幹に薬剤を注入し、樹体に浸入したマツノザイセンチュウの増殖を阻止してマツ枯れを防止する。

　[駆除]

伐倒駆除：被害木を伐倒し、薬剤処理をして、材内のマツノマダラカミキリの幼虫を殺虫する。
（３）県負担・補助率の考え方

国1／2、県1／4、市町村1／4     
（４）類似事業の有無
　無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	48
	会議・ヒアリング(東京）、ブロック会議（石川県）

	需用費
	32
	GIS記録紙(100m、A0版）、森林保護業務必携、コピー、消耗品費

	補助金
	5,664
	樹幹注入（各務原市、美濃市、八百津町、恵那市）

	合計
	5,744　
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ

Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり

１ 森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る

・様々な予防や駆除の手法を組み合わせた病害虫対策を推進する

（２）後年度の財政負担

継続的な実施が必要

（３）事業主体及びその妥当性

　市町村　
森林林業基本法（昭和３９年７月９日　法律第１６１号）第２条、第６条、第１３条より、地方公共団体は森林病害虫等の駆除及びその蔓延の防止その他必要な施策を講ずる義務を有するため、妥当である。

事業評価調書（県単独補助金除く）
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　松くい虫対策対象松林における松くい虫被害を、再び減少傾向にしていきたい。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	対策対象森林における被害材積（㎥）
	（H  ）
	549
（H24）
	754
（H25）
	370
（H26）
	249
（H28）
	-％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

松くい虫の被害から松林を守るために、市町村が実施する防除事業に対し補助を行った。

　[予防]

樹幹注入：樹幹に薬剤を注入し、樹体に浸入したマツノザイセンチュウの増殖を阻止してマツ枯れを防止する。




（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　

昨年度防除実績については、樹幹注入が３市町合計２４９．８㎥実施された（内訳は各務原市で２１㎥、八百津町で４９㎥、恵那市で１７９．８㎥）。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	新たな被害の発生は減少傾向にあったものの、平成２４年度より微増傾向に転じており、今後も予断を許さない状況にある。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	これまでの取組等により、新たな地域での被害発生は抑制されている。


	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	特に守るべき松林に限って、薬剤の樹幹注入による「予防」を重点的に実施することにより、効果的かつ効率的に防除を行っている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
被害量は平成１６年度以降減少傾向だったが、平成２４年度から２年連続で微増になっていることから、今後増加傾向に転じる可能性がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

今後、被害の先端地域を越えて新たな被害が確認された場合は、伐倒及び薬剤散布等による「駆除」を実施し、被害の拡大を阻止する。

また、被害の先端地を除く県南部においては、特に守るべき松林（公園、景勝地、保安林など）を対象に、薬剤の樹幹注入による「予防」を重点的に実施することにより、被害の抑制を図る。


